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戦
後
復
興
期
の
横
浜
で
は
、
復
興
の
気
運

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
様
々
な
文
化
行
事
が

華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
担
い
手

で
あ
っ
た
文
化
人
や
政
財
界
人
た
ち
は
、
や

が
て
日
本
愛
妻
会
や
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
と

い
っ
た
組
織
に
集
ま
り
、
さ
ら
に
新
た
な
文

化
行
事
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。

今
回
は
ま
ず
、
戦
後
の
文
化
行
事
の
変
遷

を
た
ど
り
つ
つ
、
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た

人
々
を
紹
介
し
、
愛
妻
会
と
横
浜
ペ
ン
ク
ラ

ブ
結
成
ま
で
の
経
緯
を
追
っ
て
み
た
い
。

文
化
の
復
興

戦
後
、
占
領
軍
の
進
駐
を
迎
え
て
す
ぐ

に
、
横
浜
の
文
化
人
た
ち
は
動
き
始
め
た
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
に
、
米

第
八
軍
の
後
援
を
受
け
て
横
浜
文
化
協
会
と

い
う
組
織
が
生
ま
れ
て
い
る
（『
神
奈
川
新

聞
』
45
．
11
．
18
）。
一
方
、
同
年
一
〇
月

に
創
設
さ
れ
た
横
浜
市
復
興
会
で
も
、
文
化

行
事
の
実
施
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
横
浜
市

復
興
会
は
、
戦
時
中
に
横
浜
商
工
会
議
所
を

改
組
し
た
神
奈
川
県
商
工
経
済
会
を
中
心
に

結
成
さ
れ
た
組
織
で
、
会
長
に
は
会
頭
の
平

沼
亮
三
が
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
横
浜
市
復

興
会
主
事
と
し
て
文
化
行
事
の
企
画
運
営
を

担
っ
て
い
く
の
が
、
中
山
富
久
で
あ
る
。

『
神
奈
川
新
聞
』
は
、
同
年
一
一
月
一
一

日
か
ら
紙
面
に
「
神
奈
川
文
化
」
と
題
す
る

文
化
欄
を
設
け
、
文
化
団
体
の
紹
介
や
文
化

人
の
提
言
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
山
富
久
も
横
浜
市
復
興
会
主
事
の
立
場

で
、
こ
の
欄
に
提
言
を
掲
載
し
た
。「
復
興

へ
の
情
熱　

神
奈
川
文
化
へ
の
構
想
」
と
題

し
て
中
山
は
、
文
化
こ
そ
「
新
し
き
時
代
の

新
し
き
力
」で
あ
り「
唯
一
の
希
望
」で
あ
り
、

文
化
の
創
造
が
民
主
主
義
の
芽
生
え
、「
不

平
不
満
の
な
い
生
活
」
の
創
造
を
も
た
ら
す

と
訴
え
た
。
そ
し
て
、
横
浜
文
化
懇
話
会
の

結
成
を
呼
び
か
け
る
（『
神
奈
川
』
45
．
11
．

21
）。
そ
の
使
命
は
、
新
し
い
文
化
の
創
造

で
あ
り
、「
横
浜
市
復
興
へ
の
不
断
の
協
力
」

で
あ
っ
た
（『
神
奈
川
』
45
．
11
．
24
）。
そ

れ
こ
そ
が
、
文
化
人
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
中
山
の
他
に
も
、
後
に

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
結
成
の
中
心
と
な
る
作
家

北
林
透
馬
が
、「
民
主
主
義
的
文
化
都
市
の

創
設
」
と
題
す
る
提
言
を
行
っ
て
い
る
（『
神

奈
川
』
46
．
１
．
３
・
４
）。

こ
の
よ
う
に
、
文
化
活
動
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
多
く
の
文
化
人
が
参

加
し
て
様
々
な
文
化
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い

く
。「
神
奈
川
文
化
」
欄
で
は
、
そ
の
き
っ

か
け
と
な
る
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。

一
九
四
五
年
一
二
月
六
日
か
ら
六
回
掲
載

さ
れ
た
「
復
興
文
化
座
談
会
」
に
は
、
北
林

透
馬
と
詩
人
笹
沢
美
明
・
俳
人
大
野
林
火
、

横
浜
文
化
協
会
の
市
村
信
也
、
横
浜
市
市
民

課
長
と
横
浜
市
復
興
会
の
中
山
富
久
ら
が
参

加
し
て
い
る
。
そ
の
テ
ー
マ
は
、「
潰
滅
の

状
態
に
あ
っ
た
神
奈
川
文
化
を
如
何
に
し
て

復
興
す
べ
き
」
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
な
か
で
北
林
透
馬
は
、
現
在
の
日
本

は
「
文
化
に
裏
付
け
ら
れ
た
政
治
」
を
目
指

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
文
化
を
樹
立
」
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
こ
に
「
文
化
人
の
任
務
」
が
あ
る
と
主
張

し
た
（『
神
奈
川
』
45
．
12
．
６
）。

ま
た
、
中
山
は
復
興
会
に
お
い
て
市
民
芸

能
祭
が
企
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て

い
る
（『
神
奈
川
』
45
．
12
．
７
）。
こ
れ
は
、

文
化
人
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
市
民
を
も
巻

き
込
ん
だ
文
化
行
事
を
起
こ
し
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な

動
き
が
現
れ
る
の
は
、
翌
一
九
四
六
（
昭
和

二
一
）
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

伊
勢
佐
木
復
興
祭

戦
前
に
は
開
港
記
念
日
に
ち
な
ん
だ
行
事

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
戦
時
中
は
開
港
記

念
祭
も
バ
ザ
ー
も
中
止
さ
れ
、
戦
後
す
ぐ
に

は
復
活
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て

戦
後
文
化
行
事
復
活
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の

は
、
一
九
四
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
伊
勢
佐
木
復
興
祭
・
市
民
芸
能
コ
ン

ク
ー
ル
・
貿
易
復
興
祭
な
ど
で
あ
っ
た
。

中
山
富
久
の
著
書
『
文
化
を
め
ぐ
る
遍
歴
』

（
第
二
書
房
、
一
九
五
二
年
）
に
よ
る
と
、

中
山
は
当
時
横
浜
市
復
興
会
主
事
と
し
て
商

店
街
の
復
興
を
目
指
す
事
業
に
関
わ
っ
て
お

り
、
そ
の
な
か
で
伊
勢
佐
木
復
興
祭
の
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
、
伊
勢
佐
木
町
振
興
会
が
中

心
と
な
っ
て
実
現
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
先

の
「
復
興
文
化
座
談
会
」
以
来
、
祭
や
文
化

行
事
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
中
山
は
、
地

元
文
化
人
を
起
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
文
化

展
で
広
く
市
民
か
ら
作
品
を
公
募
す
る
こ
と

な
ど
、
新
た
な
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
。

「
新
し
い
日
本
に
於
け
る
祭
典
の
魁
た
る

を
企
図
」
し
た
復
興
祭
は
、「
復
興
祝

賀
行
進
」「
復
興
祝
賀
記
念
芸
能
祭
」「
祝

賀
（
納
涼
）
音
頭
大
会
」「
祝
賀
ハ
マ

街
頭
文
化
展
」
と
い
っ
た
四
つ
の
行
事

を
計
画
し
（『
文
化
を
め
ぐ
る
遍
歴
』）、

一
九
四
六
年
九
月
一
四
日
・
一
五
日
に

開
催
さ
れ
た
。
実
際
に
は
、
こ
れ
に
素

人
演
芸
大
会
と
ミ
ス
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
選

出
が
加
わ
る
（
以
下
復
興
祭
に
つ
い
て

は
、『
神
奈
川
』
46
．
９
．
４
・
５
・
９
・

12
〜
16
の
記
事
に
よ
る
）。

素
人
演
芸
大
会
は
市
民
か
ら
出
演
者

を
募
集
し
た
が
、
歌
謡
曲
を
筆
頭
に
申

し
込
み
が
殺
到
し
、
予
選
を
繰
り
上

げ
て
一
三
日
に
実
施
す
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
一
四
日
・
一
五
日
に
は
、

日
本
愛
妻
会
と

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
①
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伊
勢
佐
木
町
の
特
設
会
場
で
も
披
露
さ
れ

た
。
ミ
ス
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
審
査
員
に
は
、
伊

勢
佐
木
町
振
興
会
長
上
保
慶
三
郎
の
ほ
か
、

平
沼
亮
三
ら
も
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も

申
込
者
が
多
く
、
期
日
を
繰
り
上
げ
て
一
四

日
に
審
査
を
行
っ
た
。

文
化
展
の
審
査
員
に
は
、
中
山
の
他
北
林

透
馬
・
大
野
林
火
ら
「
復
興
座
談
会
」
参

加
者
が
名
を
連
ね
、
文
芸
入
選
作
品
が
九
月

一
二
日
・
一
三
日
の
『
神
奈
川
新
聞
』
紙
上

に
掲
載
さ
れ
た
。
入
選
作
品
は
、
伊
勢
佐
木

町
の
街
頭
で
も
展
示
さ
れ
た
。
一
五
日
に
は
、

尾
上
町
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
復
興
祝

賀
式
典
が
催
さ
れ
、
半
井
清
横
浜
市
長
・
内

山
岩
太
郎
県
知
事
・
平
沼
亮
三
ら
の
祝
辞
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
芸
能
祭
が
催
さ
れ
、

そ
の
模
様
は
全
国
に
ラ
ジ
オ
中
継
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
花
山
車
の
祝
賀
行
進
が
行
わ
れ
、

ミ
ス
・
ヨ
コ
ハ
マ
も
参
加
し
て
、
観
衆
は
数

十
万
に
及
ん
だ
と
『
神
奈
川
新
聞
』
紙
上
に

報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

横
浜
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル

伊
勢
佐
木
復
興
祭
に
お
け
る
芸
能
祭
、
素

人
演
芸
大
会
は
、
同
年
秋
の
第
一
回
横
浜
芸

能
コ
ン
ク
ー
ル
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

こ
れ
に
先
立
つ
九
月
三
〇
日
、
伊
勢
佐
木

町
松
喜
屋
前
で
復
興
を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
街
頭
録
音
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
中
山
富
久
は
再
び
『
神
奈
川
新
聞
』
に
提

言
を
発
表
し
て
、「
文
化
総
力
の
結
集
」
と

「
文
化
的
教
養
を
高
め
」
る
こ
と
を
訴
え
た

（
46
．
10
．
５
・
６
）。
そ
の
手
段
と
し
て
、

芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
が
計
画
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
中
山
は
市
生
活
課
長
に
こ
の
企
画
を
持

ち
込
み
、
す
ぐ
に
半
井
市
長
の
理
解
を
得
て
、

実
現
に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（『
文
化
を

め
ぐ
る
遍
歴
』）。
お
そ
ら
く
は
、
伊
勢
佐
木

復
興
祭
の
成
功
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
決
定
の
後

押
し
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

主
催
は
、
横
浜
市
の
他
に
横
浜
市
復
興
会
・

横
浜
観
光
協
会
・
神
奈
川
新
聞
社
と
な
っ
て

お
り
、
運
営
役
員
と
し
て
会
長
に
半
井
市
長
、

常
務
理
事
に
市
生
活
課
長
や
中
山
、
そ
し
て

理
事
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
社
長
木
下
茂
や
さ
く

ら
ポ
ー
ト
社
長
阿
部
源
司
ら
が
加
わ
っ
た
。

募
集
部
門
は
、
音
楽
・
舞
踊
・
歌
謡
曲
・
演
芸
・

演
劇
・
絵
画
・
写
真
・
文
学
・
宣
伝
美
術
と
な
っ

て
い
る
（『
神
奈
川
』
46
．
10
．
6
）。
一
〇

月
二
六
日
か
ら
予
選
が
始
ま
り
、
審
査
に
は
、

吉
田
仁
吉
・
青
木
純
二
・
中
山
富
久
・
木
下

茂
ら
地
元
文
化
人
が
当
た
っ
た
（『
神
奈
川
』

46
．
10
．
27
）。

そ
の
反
響
は
大
き
く
、
伊
勢
佐
木
復
興
祭

の
際
と
同
様
に
申
込
が
殺
到
し
た
と
い
う
。

予
選
を
終
え
て
『
神
奈
川
新
聞
』
は
、「
文

化
人
総
動
員
に
よ
る
終
戦
後
初
の
大
規
模
な

文
化
ま
つ
り
だ
け
あ
っ
て
市
民
の
芸
能
熱

は
予
想
外
に
旺
盛
で
あ
っ
た
」
と
報
じ
た

（
46
．
11
．
６
）。
そ
し
て
、
一
一
月
二
三
日
・

二
四
日
・
二
五
日
に
横
浜
公
園
野
外
音
楽
堂

で
本
選
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
も
大
観
衆
を
集

め
た
と
い
う
。
二
三
日
の
開
会
の
際
、
半
井

市
長
は
挨
拶
の
な
か
で
、「
こ
の
市
民
の
内

か
ら
盛
り
上
る
力
を
結
集
し
て
更
に
各
方
面

に
押
し
す
す
め
た
ら
、
国
際
都
市
横
浜
が
昔

日
の
面
影
を
と
り
も
ど
す
の
も
遠
い
将
来
で

は
あ
る
ま
い
」と
、期
待
を
述
べ
て
い
る（『
神

奈
川
』
46
．
11
．
24
・
25
・
26
）。

戦
後
の
困
難
な
状
況
の
な
か
、
市
当
局
者

や
関
係
者
は
、
文
化
行
事
に
集
ま
る
市
民
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
復
興
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、

毎
年
市
民
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
は
、
翌
年
の
貿
易
復
興
祭
の
開

催
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

貿
易
復
興
祭

翌
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
八
月
一
一

日
に
、
民
生
局
に
文
化
課
が
設
置
さ
れ
、
中

山
富
久
が
そ
の
芸
能
文
化
係
長
に
就
任
す

る
。
文
化
行
事
担
当
は
、
そ
の
後
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
一
〇
月
設
置
の
市
民
局
市

民
課
文
化
係
を
経
て
、
翌
一
九
五
二
年
以
降

は
教
育
委
員
会
へ
と
移
っ
て
い
く
。

こ
の
間
の
文
化
行
事
の
な
か
で
も
、
大
が

か
り
で
参
加
者
・
観
覧
者
が
多
か
っ
た
も
の

の
一
つ
が
、
貿
易
復
興
祭
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

一
九
四
七
年
八
月
か
ら
民
間
貿
易
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
を
祝
し
て
開
催
さ

れ
た
。
一
五
日
に
さ
く
ら
ポ
ー
ト
で
祝
賀
式

典
、
横
浜
公
園
音
楽
堂
で
祝
賀
市
民
大
会
が

開
か
れ
、
石
河
京
市
市
長
も
出
席
し
て
挨
拶

を
し
て
い
る
。
八
月
一
五
日
か
ら
二
一
日
ま

で
の
期
間
中
は
、
輸
出
品
移
動
展
、
輸
出
品

展
覧
会
、
祝
賀
バ
ザ
ー
が
催
さ
れ
、
花
電
車
・

花
バ
ス
の
運
転
、
祝
賀
ア
ー
チ
の
飾
り
付
け

な
ど
が
行
わ
れ
た
（『
神
奈
川
』
47
．
８
．

14
・
16
）。

ま
た
、
貿
易
復
興
祭
に
呼
応
し
て
、
横
浜

市
と
神
奈
川
新
聞
社
が
共
催
で
「
働
く
市
民

の
六
大
文
化
祭
」
を
計
画
し
た
。
そ
の
一
つ

が
ミ
ス
ヨ
コ
ハ
マ
、
ミ
ス
タ
ー
ヨ
コ
ハ
マ
の

選
出
で
、
他
に
オ
ー
ル
横
浜
女
子
野
球
大
会
、

市
民
納
涼
仮
装
文
化
祭
、
野
外
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
（『
神
奈
川
』
47
．

７
．
20
、
８
．
４
・
９
・
22
・
28
）。

ミ
ス
ヨ
コ
ハ
マ
、
ミ
ス
タ
ー
ヨ
コ
ハ
マ
の

選
出
は
、
二
五
日
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
（『
神
奈
川
』
47
．
８
．
26
）。

女
子
野
球
大
会
は
、
二
九
日
に
横
浜
公
園
の

ル
ー
・
ゲ
ー
リ
ッ
ク
球
場
で
開
催
さ
れ
た

（『
神
奈
川
』
47
．
８
．
30
・
31
）。
ビ
ク
タ
ー
・

日
産
・
文
寿
堂
な
ど
地
元
企
業
と
女
子
商
業

の
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
大
観
衆
を
集
め
た
と

い
う
。
ま
た
、
こ
の
日
女
子
野
球
大
会
の
後
、

新
東
宝
と
松
竹
の
俳
優
チ
ー
ム
が
特
別
試
合

を
行
い
、
観
衆
を
喜
ば
せ
た
。
参
加
し
た
俳

優
に
は
、
佐
野
周
二
・
長
谷
川
一
夫
・
藤
田

進
の
他
、
地
元
横
浜
の
江
川
宇
礼
雄
ら
が
い

た
。
横
浜
市
の
事
務
報
告
書
に
よ
る
と
、
こ

の
日
の
観
衆
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た

女子野球大会　1947（昭和22）年8月29日
　（横浜市史資料室所蔵）
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え
た
よ
う
な
気
負
い
は
、
見
ら
れ
な
い
。

規
約
で
は
、「
本
会
は
家
庭
生
活
の
向
上
、

醇
化
を
目
標
に
文
化
並
に
家
庭
的
な
諸
行
事

を
主
催
す
る
ほ
か
、
春
秋
二
期
に
総
会
を
開

き
愛
妻
の
為
め
に
美
し
い
一
日
を
過
す
も
の

と
す
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
夫
婦
そ
ろ
っ
て

の
会
員
相
互
の
交
流
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
会
員
に
は
、
半
井
・
野
村
の
他
横

浜
商
工
会
議
所
議
員
や
住
田
楼
松
本
薫
の
よ

う
な
地
元
老
舗
の
主
人
に
加
え
、
鈴
木
長
之

ら
市
会
議
員
、
白
幡
万
平
ら
県
会
議
員
が
加

わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
横
浜
の
主
立
っ
た
政

財
界
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
一
月
二
〇
日
に
伊
勢

山
皇
大
神
宮
で
結
成
式
を
開
催
し
、
そ
の
後

箱
根
へ
と
移
動
し
て
「
清
遊
」
し
た
と
い
う
。

翌
一
九
五
三
年
の
同
じ
日
に
、
市
長
公
舎

で
一
周
年
記
念
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
い
て
い
る
。
当
時
の
市
長
平
沼
亮
三

は
、
こ
の
年
か
ら
新
た
に
愛
妻
会
に
加
わ
っ

た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
お
も
し
ろ
い
話
が

あ
る
。
平
沼
の
秘
書
で
あ
っ
た
松
本
興
が
書

い
た
『
聖
火
を
か
か
げ
て
』（
同
刊
行
会
、

一
九
六
三
年
）
に
よ
る
と
、
突
然
市
長
室
へ

二
、三
の
客
が
来
て
愛
妻
会
会
長
就
任
を
依

頼
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
牧
野

ら
が
出
向
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
松
本

は
「
不
思
議
な
会
も
あ
る
も
の
」
と
書
い
て

い
る
よ
う
に
強
く
反
対
し
た
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
、
平
沼
は
こ
れ
を
押
し
切
っ
て
参
加
し
、

市
長
公
舎
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
手
配
し
た

上
、
会
長
（
名
簿
で
は
理
事
長
）
も
引
き
受

け
た
。

そ
し
て
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年

日
本
愛
妻
会

こ
の
第
二
次
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
先
だ
っ

て
、
日
本
愛
妻
会
が
結
成
さ
れ
る
。「
日
本

愛
妻
会
Ｎ
Ｏ
．
１
経
過
報
告
」
に
よ
る
と
、

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
一
月
初
旬
に

横
浜
商
工
会
議
所
議
員
ら
の
集
ま
り
で
、
妻

を
ね
ぎ
ら
う
会
を
催
し
た
い
と
い
う
案
が
出

た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
発
端
で
あ
っ
た
と
い

う
。
牧
野
を
含
め
た
商
工
会
議
所
議
員
に
会

頭
半
井
清
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
野

村
洋
三
、
そ
れ
に
北
林
透
馬
の
あ
わ
せ
て
九

名
が
発
起
人
と
な
り
、
牧
野
が
趣
意
書
と
規

約
を
起
草
し
た
。

趣
意
書
に
は
、「
愛
妻
こ
そ
文
化
日
本
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
社
会
に
再
認
識
せ
し

め
」
た
い
と
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の

社
会
的
意
義
を
こ
と
さ
ら
訴
え
る
こ
と
は
な

い
。
中
山
富
久
を
中
心
に
、
文
化
人
こ
そ
が

復
興
を
後
押
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴

店
「
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
」
を
開
店
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
牧
野
の
店
が
、
活
動
の
拠
点
と

な
っ
た
。
ま
た
、
牧
野
は
、
加
賀
料
理
飲
食

喫
茶
業
組
合
の
副
組
合
長
・
相
談
役
に
就
き
、

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
か
ら
五
年
間
、

横
浜
商
工
会
議
所
の
議
員
と
な
る
。
こ
の
こ

と
が
、
牧
野
が
様
々
な
文
化
行
事
に
関
わ
る

き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
北
林

透
馬
と
は
、
戦
前
に
結
成
し
た
海
港
文
学
の

会
に
共
に
参
加
し
て
以
来
の
仲
で
あ
る
。

な
お
、
牧
野
勲
に
関
し
て
は
、
以
前
「
戦

後
横
浜
の
文
化
サ
ロ
ン
ホ
ー
ス
ネ
ッ
ク
誕
生

物
語
」（『
横
濱
』
一
六
号
、
神
奈
川
新
聞
社
、

二
〇
〇
七
年
）
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
横
浜
市
史
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い

る
「
牧
野
勲
関
係
資
料
」
に
基
づ
い
て
書
い

た
も
の
で
あ
り
、
当
資
料
は
、
横
浜
ペ
ン
ク

ラ
ブ
と
愛
妻
会
の
貴
重
な
原
資
料
を
含
ん
で

い
る
。
以
下
の
記
述
も
、
主
に
そ
れ
ら
の
資

料
に
拠
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
す
で
に

一
度
、
一
九
四
九
年
五
月
五
日
、
早
瀬
利
雄
・

北
林
透
馬
・
安
田
樹
四
郎
・
扇
谷
義
男
ら
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
た
（『
神
奈
川
』
49
．

５
．
７
）。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
ペ
ン
ク

ラ
ブ
は
具
体
的
な
活
動
を
見
せ
な
い
ま
ま
、

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
再
結
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
い
き

さ
つ
に
つ
い
て
は
、内
田
四
方
蔵
「
二
度
あ
っ

た
ハ
マ
ペ
ン
発
足
」（『
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会

報
』
一
四
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
一
五
日
）

が
紹
介
し
て
い
る
。

と
い
う
。
ま
た
、
仮
装
文
化
祭
は
三
〇
日
に

開
催
さ
れ
、
ビ
ク
タ
ー
・
共
栄
自
動
車
・
古

河
電
気
・
京
浜
運
輸
と
い
っ
た
地
元
企
業
が

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
仮
装
の
山
車
が

参
加
し
、
野
毛
か
ら
市
内
を
行
進
し
た
（『
神

奈
川
』
47
．
８
・
31
）。

 

な
お
、
こ
の
年
一
二
月
四
日
・
五
日
に
は
、

第
二
回
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
四
六
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
の
文
化
行
事
に
は
共
通
性
が
多

い
。
芸
能
コ
ン
ク
ー
ル
や
仮
装
、
パ
レ
ー
ド
、

ミ
ス
あ
る
い
は
ミ
ス
タ
ー
の
選
出
な
ど
は
、

後
の
み
な
と
祭
と
も
共
通
す
る
行
事
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
横
浜
に
お
け
る
戦
後
文
化

行
事
の
原
型
が
形
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

北
林
透
馬
と
牧
野
勲

そ
の
後
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
三

月
一
五
日
か
ら
三
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
、
神
奈

川
県
と
横
浜
市
共
催
の
日
本
貿
易
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
翌
一
九
五
〇
（
昭
和

二
五
）
年
に
は
、
開
港
記
念
み
な
と
祭
が
本

格
的
に
復
活
す
る
。

文
化
行
事
は
よ
り
多
彩
に
な
り
、
様
々
な

主
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
。
そ
の
な
か
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の

が
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
に
再
建
さ
れ
た
横

浜
商
工
会
議
所
と
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
あ

る
。
そ
の
中
心
に
い
た
の
が
、
北
林
透
馬
と

牧
野
勲
で
あ
っ
た
。

牧
野
勲
は
も
と
も
と
は
新
聞
記
者
で
あ
っ

た
が
、戦
後
一
九
四
七
年
か
ら
尾
上
町
で
「
三

春
」
と
い
う
喫
茶
店
を
経
営
し
、
一
九
五
三

年
に
は
港
町
に
移
転
し
て
画
廊
併
設
の
喫
茶

日本愛妻会の集まりでの北林透馬・余志子と牧野勲（左端）
　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）



9 8

●資料紹介　広報課写真資料 ●日本愛妻会と横浜ペンクラブ①

一
一
月
二
三
日
に
は
、
再
び
五
周
年
記
念

ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
市
長
公
舎
で
開

い
て
い
る
。
こ
の
年
に
は
、
会
員
も
一
〇
七

名
に
増
加
し
た
と
い
う
（『
妻
の
笑
顔
』
第

一
号
、
56
．12
．５
）。
こ
の
間
、
毎
年
懇
親
会

を
開
催
し
、一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年
に
は
、

平
沼
が
名
誉
会
長
に
な
り
、
半
井
清
横
浜
商

工
会
議
所
会
頭
が
会
長
に
就
い
て
い
る
。
そ

の
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
記
録
が
途
絶
え
る

が
、
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
半
井
清
資
料

に
は
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
版
の
名

簿
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
ま
で
は
活
動

の
実
態
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ

政
財
界
人
中
心
の
日
本
愛
妻
会
の
活
動
の

一
方
、
牧
野
・
北
林
の
二
人
は
、
横
浜
ペ
ン

ク
ラ
ブ
を
拠
点
に
独
自
の
文
化
行
事
を
次
々

と
立
ち
上
げ
て
い
っ
た
。

横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
結
成
の
動
き
は
、
牧
野
・

北
林
が
中
心
と
な
り
、
早
瀬
利
雄
・
丸
太
三

平
・
尾
上
農
理
夫
・
牧
内
正
男
ら
に
呼
び
か

け
て
、
一
九
五
三
年
七
月
三
日
に
さ
く
ら

ポ
ー
ト
で
発
起
人
会
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
。

実
は
、
こ
れ
よ
り
少
し
前
、
み
な
と
祭
に

当
た
っ
て
、
二
人
は
横
浜
商
工
会
議
所
に
お

い
て
国
際
仮
装
行
列
開
催
を
提
案
し
、
こ
の

年
六
月
二
日
に
第
一
回
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
が
、
今
に
続
く
み
な
と
祭
国
際

仮
装
行
列
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

日
本
愛
妻
会
に
続
い
て
国
際
仮
装
行
列
と
、

横
浜
商
工
会
議
所
を
拠
点
と
し
た
企
画
を
成

功
さ
せ
た
二
人
は
、
い
よ
い
よ
自
ら
の
拠
点

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
規
約
に
は
、「
相
互
の
親
睦
を
旨
と

し
、
港
都
の
国
際
的
性
格
を
創
造
す
る
文
学

形
成
に
寄
せ
る
意
欲
を
昂
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。」
と
あ
り
、
独
自
事
業
の
他
、「
横

浜
文
化
の
伸
長
に
役
立
つ
事
業
に
協
力
す

る
」
と
あ
り
、
文
化
人
な
ら
で
は
の
積
極
的

な
意
欲
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
横
浜
ペ

ン
ク
ラ
ブ
結
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
横

浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
報
』
九
号
（
一
九
九
八
年

六
月
一
日
）
掲
載
の
小
柴
俊
雄
「
資
料
に
み

る
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
発
足
の
こ
ろ
」
お
よ
び

五
十
嵐
英
寿
「
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
回
想
」
が
、

そ
の
流
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。　

発
起
人
会
の
翌
四
日
に
は
早
く
も
、
横

浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
で
、「
混
血
孤
児
を
幸

せ
に
す
る
集
い
」
と
称
し
て
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
さ
く
ら
ポ
ー
ト
で
開
催
し
た
。
こ

れ
に
は
、
北
林
や
平
野
威
馬
雄
ら
作
家
の
他
、

藤
原
義
江
・
佐
藤
美
子
・
江
川
宇
礼
雄
ら
歌

手
や
俳
優
、
さ
ら
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー

ス
・
ホ
ー
ム
の
沢
田
美
喜
ら
が
出
席
し
、
ホ
ー

ム
に
寄
付
金
が
渡
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
七
月
一
三
日
に
さ
く
ら
ポ
ー
ト

で
の
結
成
式
を
迎
え
る
。
同
日
の
『
神
奈
川

新
聞
』
紙
上
に
、
発
起
人
代
表
と
し
て
北
林

は
、「
手
を
つ
な
ぐ
ハ
マ
の
文
筆
家
た
ち
！
」

と
題
す
る
広
告
を
出
し
、
翌
年
の
「
開
国
百

年
、
開
港
九
十
六
年
の
記
念
す
べ
き
日
を
前

に
」
結
成
さ
れ
る
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。

参
加
者
に
つ
い
て
は
、
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会

員
候
補
の
名
簿
が
「
牧
野
勲
関
係
資
料
」
に

何
種
類
か
残
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
会
員

を
示
す
確
か
な
記
録
は
な
い
。
新
聞
報
道
に

よ
る
結
成
式
出
席
者
は
、
北
林
透
馬
・
北
林

余
志
子
・
牧
野
勲
・
早
瀬
利
雄
・
吉
田
仁
吉
・

八
木
義
徳
・
丸
太
三
平
・
尾
上
農
理
夫
・
神

谷
量
平
・
草
薙
正
夫
・
岡
本
薫
・
秋
山
安
三

郎
で
あ
る
（『
神
奈
川
』
53
・
７
．
14
）。

正
式
に
発
足
し
た
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
、

一
五
日
に
平
楽
町
の
増
徳
院
で
横
浜
縁
故
文

人
追
悼
会
を
開
い
た
。
有
島
武
郎
・
直
木

三
十
五
・
岡
倉
天
心
ら
が
、
追
悼
の
対
象
と

な
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
追
悼
会
が
、
そ
の
後

次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
く
文
化
行
事
の
原

点
と
な
っ
た
。
翌
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）

年
二
月
一
四
日
に
は
、
開
国
百
年
の
プ
ロ

ロ
ー
グ
と
し
て
ワ
ー
グ
マ
ン
追
慕
式
を
主
催

し
、
内
山
岩
太
郎
県
知
事
や
半
井
清
横
浜
商

工
会
議
所
会
頭
ら
が
出
席
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
五
五
年
三
月
六
日
に
は
、
中
山
富
久
と

協
力
し
て
文
学
散
歩
を
横
浜
市
教
育
委
員
会

主
催
で
開
催
し
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
横
浜
文
芸
懇
話
会
が
生
ま
れ
る
。

さ
ら
に
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
二

月
五
日
、
著
名
人
を
呼
ん
で
そ
の
話
を
聞
く

と
い
う
「
話
の
広
場
」
が
催
さ
れ
、
こ
れ
が

翌
年
一
月
に
は
「
ヨ
コ
ハ
マ
話
の
波
止
場
」

へ
と
発
展
し
て
い
く
。
そ
の
世
話
人
代
表
は

半
井
清
、
そ
の
他
世
話
人
に
は
北
林
・
牧
野

と
、
牧
内
正
男
・
扇
谷
義
男
・
松
本
薫
ら
が

加
わ
っ
て
お
り
、
愛
妻
会
と
横
浜
ペ
ン
ク
ラ

ブ
双
方
の
会
員
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
さ
に

話
の
波
止
場
は
、
政
財
界
人
と
文
化
人
が
共

に
参
加
し
て
交
流
す
る
場
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
戦
後
文
化
行
事
を
支
え
た
文

化
人
や
政
財
界
人
が
、
日
本
愛
妻
会
・
横
浜

ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
横
浜
文
芸
懇
話
会
・
ヨ
コ
ハ

マ
話
の
波
止
場
へ
と
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
団
体
に
よ
る
文
化
行
事
は
、

そ
の
後
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
そ
の
詳
細
は

次
の
機
会
に
、
愛
妻
会
と
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ

の
具
体
的
な
活
動
と
共
に
改
め
て
紹
介
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

（
羽
田
博
昭
）

横浜ペンクラブ結成の頃の北林透馬と牧野勲　根岸屋にて
1953（昭和28）年7月12日
　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）

話の広場　中央に半井清　1957（昭和32）年12月5日　
　牧野勲関係資料（横浜市史資料室所蔵）




